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ロシアからの技術移転事業を
本格的にスタート

束北大学東北アジア研究センター長本会理事長 ヰL)11 奈斤

東北アジア研究センターでは、 1998年にロシアのノボシビ

ルスク市にシベリア連絡事務所を開設して以降、ロシア科学

アカデミー・シベリア支部との学術交流に取り組んできまし

た。その一環として、同支部から収集した新開発の技術情報

を和訳し、 「新技術開発記事ダイ ジェ スト 」('05年10月現在

で49号まで刊行）として皆様に提供してきました。しかし、

こうした情報に関心を持った日本企業から、オールロシアの

技術情報が欲しいとの要請が、しばしば寄せられるようにな

ったのです。

そこで当センタ ーではこのたび、ロシア全体からの科学技

術情報の収集能力を強化するためにIFrI(The International 

Foundation of Technology and Investment) と学術連携協定を

結び、また ISTC(International Science and Technology 

Center) と技術移転のための共同のワークショップを日本で

開催するなど、協力関係を強めることにしました。

IFrIはロ シアのNGO/NPOであり、 ISTCは日本や欧米

の政府が出資して運営する科学技術管理機関です。両組織と

もロ シアの研究機関や研究者、研究テーマなどに関する膨大

なデータベースを構築しており、ロシア内外の企業や研究機

関からの求めに応じて、研究シーズの調査や共同研究の仲介

などをおこなっています。

本センターは、これら両組織と連携することによって、ロ

シア科学アカデミーが有する高度な科学技術情報を日本企業

に効率的に提供し、産業フロ ンティアの拡大や日本経済の活

性化に貢献しようとするものです。

欧米をはじめ韓国や中国などは、ロシアの巷礎科学力の高

さに着目して積極的に技術移転を進めています。ロシアの人

件費や研究開発費は、日本と比べて格段に安いことも大きな

魅力です。ロシアの科学技術のなかから商品化可能なシーズ

を見つけたり、碁礎研究をロシアの研究機関に委託すること

ができますので、研究開発経費を相当にコストダウンするこ

とができるようになります。皆様もぜひこのスキームを活用

され、新たな産業シーズを手に入れられることを期待してお

ります。

詳しいことは、木センターホームページのシベリア連絡事

務所のコーナーでご覧下さい。

URL : http:/ /www.cneas.tohoku.ac.jp/liaison/ 

村井嘉浩宮城県新知事に技術移転スキームを説明する
平川センター長(2005年11月）
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ノポシビルスク技術交流事業について

秋田県学術国際部科学技術課 主任 盾[H1 信

はじめに
平成17年9月10日（土）から 19日（月）まで10日間の日程

で、秋田県から総勢11名の訪問団がノボシビルスクを訪れまし

た。当県では、平成15年度からノボシビルスク技術交流事業を

実施しており、今回の訪問で3回目となります。

本事業は、県内企業の競争力を高めるため、ノボシビ）レスク

の技術シーズを活用し、産学官連携により新産業・新事業を創

出するこ とを目的として実施しております。

ノボシビルスクヘは、秋田空港から韓国・仁川空港経由で向

かいました。往復共に韓国で1泊しなければなりませんが、他

の経路と比較すると、秋田からこれほど効率的にノボシビルス

クヘ行けるというのは素晴らしいことだと思います。今後、秋

田県とノボシビルスクの学術交流が進展し、研究者の行き来が

盛んになり、秋田ーソウル便の搭乗率が向上すればうれしい限

りです（と思ったのも束の間、ソウルーノボシ便が廃止される

そうです。）。

1．この事業の生い立ち
さて、この事業は秋田県立大学の武田紘ー教授の提案から始

まりました。武田教授は、民間企業に勤務していた頃からノボ

シビルスクとの交流があり、ノボシビルスクの研究機関のレベ

ルの高さを認められていました。また、ユニークな技術シーズ

があるということもご存知だったため、それらを活用して県の

産業振興に活かすべきであると県の技術移転促進チームに提案

されました。

技術移転促進チームでは、武田教授の提案を受け、東北大学

東北アジア研究センターのご協力の下、平成15年度に技術シー

ズ調査（武田教授及び東北アジア研究センターに委託）を実施

しました。また、平成16年度には、シーズ調査の成果から本県

の産業振興に役立てることができそうな17テーマを選定し、詳

細調査（武田教授及び秋田高専の徳光教授に委託）を実施しま

した。

H15 •秋田県立大学の武田紘ー教授にシーズ調査を依頼
・東北大学東北アジア研究センターにシーズ調査を委託

H16 ・東北大学東北アジア研究センターの調査成果の中か
ら17テーマを抽出し、詳細調査を実施
（県立大学武田教授、秋田高専徳光教授）
・企業も同行し、共同研究に関する協議を実施

ここまではシーズ調査が主な目的でしたが、既に具体的な成

果もありました。

平成15年度の調査で報告された 「マグナス風車」です。この

風車は普通のプロペラではなく、回転円柱で風車を回すのが特

徴です（写真参照）。株式会社メカロ秋田（秋田県潟上市、村

上信博社長）では、この回転円柱にらせん状のひだを巻き付け

るという独自の改良を施した 「新型マグナス風車」を考案しま

した。現在、来春の販売開始を目指して、秋田県立大学と共同

で開発を進めています。なお今年度は、 NEDO（新エネルギ

ー・産業技術総合開発機構）の「研究開発型ベンチャー技術開

発助成事業」に採択され、新市場の開拓を可能とする技術開発

成果として実用化が期待されています。

写真1
今年4月に設置した新型マ
グナス風車の実証実験機
（秋田県大潟村）

2．今年の事業のすがた

秋田県庁の “チーム’'は2年間の時限組織であるため、技術移

転チームは今年の3月いっばいで解散しました。しかし事業は

廃止されることなく、 学術面から産学官連携を推進する組織で

ある ‘‘科学技術課”へ引き継がれました。

事業の内容も、去年までの“技術シーズの調査”から “技術交

流’にステップア ップし、各主体が実際に個別・具体的な技術

交流（共同研究のための協議など）を実施しました。

具体的には、平成16年度に実施した詳細調査の成果に興味を持

ち、技術交流を行う意思のある企業あるいは高等教育機関の

方々と一緒にノボシビルスクを訪問し、ロシア科学アカデミー

シベリア支部 (SBRAS)所属の各研究機関との間で、共同研究

の内容 ・方法などについて具体的な協議を行いました。

目的 今後の新産業・新事業創出あるいは新商品開発に
向けた共同研究の可能性及びその内容・方法など
について協議すること。

訪問先 ロシア科学アカデミーシベリア支部
・無機化学研究所
・理論・応用力学研究所 (2件）
・鉱物・岩石学研究所

メンバー ・（株）メカロ秋田
• 三共光学工業（掬
・秋田県立大学
•秋田工業高等専門学校
・足利工業大学
・両）あきた企業活性化センター
・県学術国際政策課、科学技術課

3．交流の概要

ノボシビルスクでは、 9月12日（月） から 16日（金）までの

5日間を協議に充てました。

今年度の技術交流の案件は4件あり 、1回の協議は2~3時間

程度で、各案件2回の協議を行いました。

また、協議の合間に、東北アジア研究センター ・シベリア連

絡事務所を表敬訪問しました。東北アジア研究センターには、

今回の訪問に当たり、招聘状の発行から通訳の手配、滞在期間

中の送迎など多大なご協力をいただき、深く感謝しております。

なお、各参加者は自分の案件以外の協議の時間帯には自由行
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動を取りました。アカデミーの展示館や鉱物博物館、大学の見

学など見聞を広め、有意義な時間を過ごされたようです。

さて、 個別の案件の協議内容をお伝えすることはできません

が、簡単に交流の概要をご報告いたします。

9月12日（月）
・・無東機北化大学学研連東絡北究所アジ(1ア回研目究）センター・

シベリア 事務所

9月13日（火） ・鉱物・岩石学研究所 (1回目）

9月14日（水） ・理論・応用力学研究所 (2件）（1回目）

9月15日（木）
・・無鉱機物化・学岩研石学究研所究(2所回(目2）回目）

9月16日（金） ・理論・応用力学研究所 (2件） （2回目）

無機化学研究所では、 12日（月）の午前中に、新所長のフェ

ディン氏から、SBRAS及び無機化学研究所の概略説明を受けま

した。その日の午後と 15日 （木）の午前には、担当のミッキン

教授と共同研究について協議を行いましたが、残念ながら合意

には至りませんでした。今後、どのような形で研究を行うのか、

引き続き協議することとなりました。

写真2 無機化学研究所の方々と

鉱物・岩石学研究所には、 13日（火）と 15日 （木）の2回訪

問しました。

担当のイサエンコ教授は、笑顔の素敵な気さくな女性で、終

始和やかな雰囲気で協議は進められました。プレゼントの樺細

工のトレーも気に入っていただいた様子で、 2回目の訪問時に

は、早速研究室内にディスプレイされていました。ここでの協

議は順調に進み、無事契約締結に至りま した。

写真3 鉱物・岩石学研究所での協議

理論・応用力学研究所には、 14日（水）と 16日 （金）の2回

訪問しました。

2つの案件があり、 1つは昨年度も共同研究を実施している

「マグナス風車」関係、もう 1つは、武田教授の旧知の間柄であ

るソロネンコ教授との共同研究です。ソロネンコ教授はとても

気さく な方で、研究テーマ以外にも、アカデミーの歴史や街の

こと、民族楽器などいろいろなお話しを聞かせていただき、楽

しい時間を過ごすことができました。14日の初回訪問時にはソ

ロネンコ教授に昼食をご馳走になってしまいました。さらにそ

の夜武田教授にソロネンコ邸のディナーに招待されました。

ここでの協議では、一方が契約締結に至りましたが、もう一

方は継続協議となりました。

写真4 理論・応用力学研究所のソロネンコ教授と （筆者右端）

マメここ=ャ
/ 』~ ，； -／  

写真5 理論・応用力学研究所での協議
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以上のように、 4件中2件が合意に達しました。

残りの2件についても引き続き協議する こととなり、今回の

訪問の目的は概ね達成できました。

なお、アカデミー本部を表敬訪問する予定でしたが、 3つの

国際会議が同時進行しているとのことで、残念ながら実現しま

せんでした。

おわりに

今回の訪問は、昨年度までと同様、東北大学東北アジア研究

セン ターのご協力のおかげで実現する ことが出来ました。縁も

ゆかりも無い秋田県の一行が、こうしてノボシビルスクを訪問

することができるのも、ひとえに東北アジア研究セ ンターと

SBRASとのこれまでの交流の賜だと思います。

また、シベリア連絡事務所の徳田由佳子さんには、渡航前の

様々な手配を始めとして、滞在期間中の各機関との連絡調整や

レセプション会場の手配、街の案内など、本当にお世話になり

ました。本来業務にかなり支障をきたしたはずですが、快くご

協力くださいましたことに、この場をお借りして改めて厚く御

礼申し上げます。
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● 客員教授ー紹介 •

（ 釜慶大学環境探査工学科教授金 喜俊

\~

) 

私の専門である物理探査とは、電磁波の中でも可

視光線しか実際には見ることが出来ない人間の目の

かわりに、色々なセンサーを利用して経済的な価値

のある資源や地下環境などを非破壊的な方法で映像

化する科学技術です。即ち計測と映像化の複合科学

である物理探査では、探査の深度や対象物の大きさ

に合わせて選ばれたセンサーにより物理現象を測定

し、得られたデータを信号処理して数学モデルにあ

てはめる（インバージョンする）ことにより、探査

対象物の映像を作り出す技術です。これと似たよう

なものとしては医療検査技術があげられます。土木

工事が外科手術であるとすれば物理探査はいろいろ

な医療装置を利用して体内の異常を見付け出す臨床

検査であると言えます。X線、超音波、 CT、MRI、

電位分布測定、内視鏡などの検査は物理探査ではそ

れぞれ地中レーダ、弾性波探査、磁力探査、電気探

査、物理検層などに該当します。したがって物理探

査技術者は、 地球科学に関する内科医と して位置づ

けることが出来ます。

私はより精度の良い映像化を目指しています。石

油・ガスなど

の資源探査の

場合、探査対

象物を 3次元

的に捉えるこ

とが求められ

ています。こ

れらの情報も

無く、いきな

りボーリングを行うということは、まるで臨床検査

で患部を特定しないまま手術に向うに等しいと言え

ます。昨今の資源開発の分野では、弾性波探査によ

る3次元映像化技術は探査から生産・管理に至る全

ての過程の中心にあって、数多くの分野を一つに融

合させる役割をにない始めています。私は弾性波だ

けでは捉えきれない地下の実体を電磁波により捉え

られないかと思っています。具体的には、電磁探査

による海底の石油・ガスあるいはガスハイドレート

の直接探知を目指しています。(2005年7月～10月）

ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史学研究所上級研究員 tz)レク巴イ・ J(：プニ］ご7

本年10月から来

年1月まで客員教

授と して滞在され

るセルゲイ・パプ

コフ先生は、ロシ

ア科学アカデミ ー

シベ リア支部傘下

にあるノヴォシビ

ルスクの歴史学研

究所の上級研究員をつとめられています。先生はソ

連史を専攻され、とくにシベリア地方におけるスタ

ーリン時代の粛清・弾圧問題について著作、論文を

発表されており、同研究所が中心となって最近まで

作業が進められていたノヴォシビルスク地方の弾圧

犠牲者の名簿作成においても 中心的な役割を担われ

ました。12月3日のセンター主催公開講演会ではペ

レストロイカからソ連崩壊、新生ロシアの誕生にい

たる時期の最近の歴史について、ゴルバチョフ、エ

リツィンという二人のリーダーについてお話してい

ただく予定です。パプコフ氏と寺山は11月に偶然に

写真 1 セルゲイ・パプコフ氏

も、訪日中の前ソ連大統領ゴルバチ ョフ氏と東京で

お会いすることができました。

今回はノヴォシビルスク大学で政治学の講義を受

け持たれている奥様同伴での始めての日本における

生活となり、毎日が新しい発見の連続であるようで

す。今後とも日露間の歴史分野における研究協力に

ついて御尽力いただけるものと確信しております。

(2005年10月～2006年1月） （寺山恭輔）

写真 2 初代ソ連大統領ミハイル・コルバチョフ氏（中央）
をはさんで、セルゲイ・パプコフ （左）、寺山恭輔（右）
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►機関研究員紹介◄
\~ 

（ 研究機関研究員 伊藤大介 、
、

研究機関研究員の伊藤大介と申します。専門は日本近代史

で、東北振興運動などといった昭和初期の地域振興問題や、

そのような地域政策と満洲移民のような対外政策との関わり

について研究しております。当センターにおきま しては、政

治経済研究分野の平川新教授の下で、近未来の宮城県沖地震

に備えた歴史資料保存のための調査研究事業に携わっており

ます。

歴史資料の保全活動は、 2003年7月26日に発生した宮城県
北部地震によって被害を受けた文化財の救済活動を契機とし

て本格的に開始されました。具体的には、 貴重な歴史資料の

（研究機関研究員 金谷 弦 、
、

今年の4月1日に研究機関研究員として着任しま した金谷弦

と申します。 昨年までは理学研究科•生物学専攻 ・博士後期
課程で研究生活を送っていました。私の専攻は動物生態学で、

汽水域である潟湖干潟を主なフィールドとし、底生動物と彼

らをとりまく「底土」と「水」を主な研究対象としています。

仙台市近郊には井土浦や蒲生潟といった潟湖があり、カニ、

ョコエビ、 二枚貝、多毛類（ゴカイの仲間）といった多くの

底生動物が生息しています。彼らは砂や泥の中に穴を掘って

生活していますので、なかなか我々の目にふれることはあり

ませんが、干潟生態系において非常に重要な役割を果たして

（ 研究機関研究員 嶋野岳人 、
、

本年4月1日から、地球化学研究分野の谷口宏充教授のもと

でお世話になっている嶋野岳人と申します。私はこれまで東

京大学地震研究所において、火山噴火のメカニズムの解明を

行ってきました。実際には、野外でデータを取りながら噴火

規模や強さを見積もり、室内で噴出物の分析をしてマグマの

地下上昇モデルを立てるという研究ですが、火山の周りを歩

き回って崖を削り、溶岩を叩き割って怪しげな機械を昼夜操

ると言った方がイメージしやすいかもしれません。本センタ

ーでは、その体力と耐久性が買われて（？）、「白頭山火山の9、

10世紀噴火のメカニズム解明研究」に携わらせていただいて
います。残念ながら体力は衰え、現地調査では食当たりとい

（ 期間研頭 畠山 禎 、
、

本年4月より本研究センターに研究機関研究員として勤務

しております、畠山禎と申します。私の本来の専門は近代ロ

シアの比較社会史、とくに家族史ですが、センターでは日露

交流史の研究プロジェクトに参加しております。

このプロジェク トの主要課題は、日本ではいまだ十分に紹

介されていないロシア側の史料を調査・収集し、日本語に翻

訳した上で史料集を刊行することです。センターでは平川新

教授らスタッフが中心となって作業を進めておりますが、ロ

シア各地の文書館や図書館において史料調査を行うロシア人

の研究者、あるいは日本各地でロシア語の翻訳作業に従事す

る若手研究者の協力が大きな支えとなっております。実は私

も昨年までは、センターの外で自分の研究に従事し、非常勤

救出活動や、資料が置かれている状況の調

査などをおこない、歴史資料の散逸や消滅

を防ぐための活動をおこないました。

また、それ以降、地震などといった自然

災害による被害に対応するだけでなく、さ

まざまな事情のために廃棄処分などの危機

に直面している歴史資料の救済活動や、 地

域における歴史資料の状況を把握するため

の歴史資料の所在調査などにも取り組んでおります。

震災当時は、文学研究科の大学院生として、さまざまな活

動に参加してお りましたが、 4月から東北アジア研究センタ
ーの研究機関研究員としてお世話になることになりました。

よろしくご指導ご鞭撻のほど、お願いいたします。

います。彼らはどういった生息環境を好み、

どのような餌を食べているのか？彼らの生

息は他種（もしくは同種他個体） や周囲の

環境にに対してどのような影響を及ぼすの

か？そこにはいまだ明らかになっていない

重要な研究テーマが多く 残さ れています。

フィール ドデータを集め、野外実験を行い、

様々な分析・解析手法を用いることで、こ

れらの謎を解明できれば、と思います。また、底土中におけ

る有機物や硫黄、鉄の動態についても現在研究を進めている

ところです。

フィールド帰りで多少（かなり？）泥臭い日もありますが、

今後ともどうかよろしくお願いいたします。

う始末で、期待に応えられていませんが、

今後も頑張って行きたいと思います。

私は生まれも育ちも東京の郊外で、 卒業

研究から今までの火山調査地も殆どが鹿児

島や伊豆の島々でした。わずか数ヶ月です

が東北生活をしてみて、様々な日本の美し

い風景を再認識する機会に恵まれました。

また、海外に関しても火山といえばハワイ

やインドネシアのような南国が多かったのですが、白頭山に

訪れ中国や朝鮮の自然の美しさにふれる機会も項きました。

実は私は何より寒さが苦手ですが、「新たな発見」を楽しみに

して、これから来る東北アジアの冬を迎えたいと思います。

講師として教壇に立つとともに、翻訳協力

者の一人として200年前に書かれた難解な
ロシア語文書を翻訳する毎日を送っており

ました。

19世紀初頭のレザーノフ来航を中心に扱

った第1集に引き続き、現在、第2集の編集
作業を来年春の刊行をめざして進めており

ます。この第2集では18世紀の日露交流史

にかんするロシア側の史料、たとえば日本人漂流民の伝兵衛

や大黒屋幸太夫、あるいはラックスマンの日本来航にかんす

る文書が多数所収されております。その多く は、全文が日本

語に翻訳された形では初めて紹介されるものです。さらに、

未刊行の文書館史料にもとづく第3集も近い将来の出版を予

定しております。引き続きご期待いただけましたら幸いです。
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東北アジアニューズレター

、シベリア便り
この度、遅ればせながら東北アジア研究センターシ

ベリア連絡事務所のホームページを開設いたしまし

た。連絡事務所の創設経緯や創設目的などを分かりや

すくご紹介し、懇話会会員の皆様をはじめ一般の方々

にもより深く連絡事務所の活動をご理解いただくため

のきっかけになれればと思います。

これまでもセンターのホームページにはロシア科学

アカデミー・シベリア支部へのリンクが張られており

ました。既にご覧になった方もいらっしゃるかと思い

ますが、シベリア支部のサイト内で最大の目玉ともい

える「シベリア支部傘下研究所の開発技術カタログ」

への人口は必ずしも分かりやすい場所にありませんで

した。そこで今回開設したページではメニューの“海

外協力活動”から簡単に同支部の研究開発カタログ

（英語）に入れるようにいたしました。カタログの内

容は、バイオ産業および医療、情報および電気通信技

術、産業技術、農業および自然利用、環境保護、パワ

ーエンジニアリングの6部門でおよそ 340件の開発が

紹介されています。どの開発も、いつ産業導入されて

もよいという段階まで仕上げられたロシア科学アカデ

ミー・シベリア支部自慢の開発です。実際に技術移転

をお考えの方も、共同研究のパートナーをお捜しの方

も、興味をお持ちの方には是非ご覧いただきたい情報

です。

アカデムゴロドク内には、プーチン大統領は勿論、

各国のVIPがノボシビルスクを訪れた際には必ず見学

するという開発展示センターがあります。現在は拡張

工事中ですが、普段からの展示センターには完了済み

の開発300件以上が展示され、 2年おきに更新されて

いるそうです。展示される開発はシベリア支部本部の

鑑定家の助言により選抜され、シベリア支部本部の幹

部たちによって承認された優れものでエコロジー、医

療、新材料、機械製造、採鉱・建築、燃料供給、器機

製造、コンピュータ、応用化学、農工業、バイカル湖、

経済の 12部門から構成されています。先にご紹介した

「シベリア支部傘下研究所の開発技術カタログ」中の

開発と重複するものもございますが、今後はこの展示

センターに関する情報もシベリア連絡事務所のホーム

ページでご紹介していく予定です。

http://w汀．cneas.tohoku.ac.jp /liaison/ 

•U悧玲に 1しI•9 グ＇！
叫9込み1999•合わせ！i
ちらまで

（徳田由佳子）

●RR000000R⑮ 
東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在り方」第1圃研究会

7月14日開催した［東北アジアにおけるユートピア

思想と地域の在り方」の研究は、日本・中国・朝鮮・

モンゴル・ロシアという東北アジア各地域を対象とし

て、社会的・政治的に影響を与えたユートピア思想・

政治理想から民衆レベルの各種思想・思念までを視野

に入れ、歴史学的・文化人類学的手法などで研究する

東北アジア研究センター共同研究であり、本年度から

開始された 。 この共同研究は、各地域•各時代の諸事

例を掘り起こし、それらの思想・理想等がこの地域の

在り方をどのように規定しているかを探ろうとするも

のである。「東北アジアユートピア研究会」と略称す

る。第1回研究会は、‘‘「東北アジアにおけるユートピ

ア思想と地域の在り方」研究会キックオフにあたって

一この研究に何が期待されるか？ 一’'と題して、研究

代表者の山田勝芳が問題の提示を含めた報告をした。

洋の東西を問わず、また時代的にも古代から現代まで、

極めて多様なユートピア思想・理想主義等々があり、

またそれら思想・理想の関わるサイズも世界大から個

人大に至るまでの大小があるが、東北アジアについて

できるだけ多くの事例を掬い上げて総合的に研究して

いくという方向性を提示し、また巨視的に把握した場

合欧米・アジアともに共産主義・全体主義・民族主義

等の「ユートピア」の嵐が国家・社会全体を揺さぶっ

たのが19世紀末から 20世紀前半であり、この時代の
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ユートピアの刻印が今日の東北アジア各地域の在り方

を大きく規定していると考えられること、特に現代日

本のアジア各地域への関わり方を強く制約しているこ

となどについて報告がなされた。この報告をめぐって

種々有益な意見交換をし、共同研究参加者のテーマに

東北アジアニューズレター

対する相互理解を深めた。なお本研究会では、本年12

月に学外研究者を招聘して講演会を開催する予定であ

る。

（山田勝芳）

二酸化炭素地層処分に関する物理探杏モニタリング

二酸化炭素の地層処分は大気から温室ガスを長期に

わたり除去する最も効果的な方法のうちのひとつで

す。2005年9月9日、環境科学研究科においてコロキ

ウム環境として東北アジア研究センター客員教授（釜

慶大学 環境探査工学科）金喜俊教授にこれまでのご

研究の中から CO2の地層処分を目的とした3つのプロ

ジェク トについて御報告いただきました。北海の西ス

ライプナー油田では海底下帯水層へのCO2注入を海の

表面から弾性波探査を繰り返すことにより モニタリン

グに成功しています。その弾性波探査によ

り得られた地下の映像はCO2の帯水層での

気泡の形と広がりをとらえています。カナ

ダのウェイバーン油田では多くの複雑なフ

ラクチャーを持つ貯留層に大量の流動性

CO2が注入されました。貯留層を構成する

薄い2つの地層内でのCO2の動きをとらえ

るためにP波速度に関するデータが高密度

かつ連続的に得られました。油と塩水から

成る貯留層へのCO2の注入は電気伝導度の

変化をもたらし、この変化は注入された

CO2が塩水と置換されたことの間接的な証

拠と解釈することが出来ます。アメリカカ

リフォルニア中部のロストヒル油田におけ

るクロスボアホール電磁映像法により電気

----=-
■現在の客員研究者
本年9月～11月の東北アジア研究センターの客員教授をご

紹介します。

【海外から】

●金 喜俊（キム、 ヒジョン） ：韓国、釜慶大学教授、「地

下電磁計測による東北アジア環境計測評価に関する研究」

(2005年7月～ 10月）

伝導度の減少から塩水がCO孔こより置換されたことが

確認されました。この電導率のイメ ージは2つのボア

ホールで観測された電磁検層の結果と良く合っていま

した。このように最新の物理探査技術は二酸化炭素地

層処分などの環境問題へ重要な情報を与えるツールで

あることが示されています。東北アジア地域において

はエネルギー開発と環境負荷問題など物理探査技術の

応用範囲は広いと考えられます。

（佐藤源之）

CO2 dissolved in 

formation water 

CO2 plume 

●セルゲイ・ パプコフ：ロシア科学アカデミーシベリア支部

歴史学研究所上級研究員「ソ連史：とくにシベリア地方に

おけるスターリン時代の粛清・弾圧問題について」

(2005年10月～2006年1月）

●金 亜秋（ジン、ヤチュウ） ：中国、復旦大学教授、「マ

イクロ波リモートセンシングによる東北アジア環境計測」

(2005年11月～2006年2月）

（北風嵐）

.................................................................................................................. 
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東北アジアニュ ー ズレタ ー

……………………．．会貴の広環

お互いの交流拡大を目的に、 会員皆様の近況こ意見などを発信していただくスペースです（不定期）。
今回は、 大学院博士課程に在学中の浅村卓生会員殿にこ登場をお願いしました。氏は以前から中央アジア諸国に興味を持たれ現地で日本語の
教師をされたり 、 またこの数年はウズベキスタンに留学をするなど中央アジアの豊富な経験をお持ちです。 一般人にとって中央アジアはまだ
まだ未知の世界ですが、 国語文字の変化からも国際情勢の変動を垣問見る事が出来るという興味あふれる記事をいただきました。
························································································································································································································ 

ラテン文字化に見るウズベキスタンの体制移行

束北大学大学院国際文化研究科博士課程

私は新興独立国ウズベキスタンの文化政策を研究対象のひ
とつとしており、2003年10月から今年3月までの1年半 、 松
下国際財団の奨学金でウズベキスタン共和国に留学しまし
た。

中央アジア諸共利国では近代化がソ連時代に進められたた
め 、 独立後にイスラ ー ムなどに代表されるナショナリズムが
強く表面化した時には、いろいろな面でソ連時代の遺産とい
かに向き合うかという問題に直面することになりました。 現
在推進されているウズベク語のラテン文字化は、文化面でソ
連との紐帯を考える恰好の例と言えるでしょう。

ウズベキスタン独立後の1992年に制定された共和固憲法で
は 、 ウズベク語が国家語であると力強く明言されましたが、

今 まで多用されていたロシア語については何の言及もされて
いません。 教育でもウズベク語が重要視され 、 入学試験や学
位取得、就職等においてウズベク語の高い運用能力が求めら
れるようになりつつあり、以前は規範言語だったロシア語を
解さない若い世代が増えてきました。

また、1993年9月の大統領令で 、 情報化時代にはラテン文
字の方が適当であるとの理由からそれまでのキリル文字から
ラテン文字表記への切換えが決定されました。 キリル文字が
ソ連邦期の残滓であるから忌避したいというウズベキスタン
のナショナリズムもひとつの理由と考えられます。 2年後の

旱
卜

現在も93年の旧アルファベットのままの在ウ
ズベキスタン日本国大使館プレ ー ト。
95年制定の現行正書法では「ELCHIXONASI」
と書くことになっている。

1995年には独自の文
字を排した新たなラ
テンアルファベット
が採用されました。
しかしこのラテン文
字化はなかなか定着
せず 、 2000年までに
切り替え完了を目指
し た当初の計画は
2005年までの完了に
修正され、 現在では
さらに 2010年まで

延長されています。 キリ
ル文字からの切り替えが
進まない理由は、 教員の
再教育や教材開発 、 印刷
機材の整備などのコスト
面もさることながら 、 表
記文字の変更という文化
資本を揺るがす非効率的
な大改革に対して国民の
支持が得られていないこ
とがあります。 歴史的に
見ても1929年にアラビ

教床・斗書
左．ウズベククラス用11年生

ウズベク文学・キリル文字(2002)
右：ヨ ー ロッパクラス用8年生

ウスベク語・ラテン文字(2004)

ア文字をラテン文字化し、1940年にそれをキリル化したとい
う経緯があり、過去90年間に3度の表記文字変更と7度の正
書法 改正をしたことになります。

今年5月にフェルガナ盆地で反政府暴動が起きた際、 カリ
モフ大統領にロシアがいち早く支持を表明したのに対し 、 ア
メリカはカリモフ大統領を激しく非難しました。 イラク戦争
の際に米軍に基地を提供した時とは違ってウズベキスタンと
アメリカの関係はかなり冷え込んでおり、 逆にロシアとの関
係は親密になりつつあります。 もっと強引にラテン文字化を
進めないのは、ロシアとの関係に立場が揺れている事情もあ
るかもしれません。 これ以上ラテン文字化を進めるのは文化
として非建設的で、 ここまできた以上キリル文字に戻すのも
非効率的だというこの状況を打破するには 、 ラテンとキリル
を並行して使えるように二本立て正書法にするしかないと言
うウズベク人言語学者もいます。 どちらにせよ 、 文化の根幹
である言語に関わるこの問題がどこへ向かうのか興味深いと
思います。

平川センタ ー 長と村井新宮城県知事の対談がありました。村井知事はロシ ア に関心がおあ り だ そうです。

本センタ ー にとって宮城県の大いなるバックアップを期待するものです。
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